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■専門部会からの報告について
就労支援部会　報告書
	■第３回就労支援部会

	日時：令和７年１２月２４日（水）　午前１０時００分～午前１１時３０分

	会場：品川区立障害児者総合支援施設　地下１階多目的室

	１．自主製品販売イベント（輪の品マルシェ）について

	・昨年度より「輪の品マルシェ」と名付け、品川区地域自立支援協議会就労支援部会のイベントとして実施し、継続的に販売会等を行ってきた。
・今年度は7月5日、6日に「ＪＲ目黒駅」目黒駅改札前イベントスペースや7月17日に大井競馬場で開催してきた。
 ・前回報告からの「輪の品マルシェ」の実績としては、
10月25日（土）～11月14日（金）まで品川区都市開発課が実施した大井町駅前中央通り（どんたく通り）の社会実験に平日の一部に3事業所が出店し、100,400円の売上があった。
また、12月3日（水）大井競馬場においては5事業所が出店し93,850円の売上があった。
 ・出店した事業所からは、「商品の見せ方や工夫を行いお客様が思ったよりも多かった」や「参加しやすい立地ではあったが、お昼の時間帯はお客様に足を止めていただくことが難しかった」等の感想があった。
 ・今後の予定としては、
2月8日（日）に桐ケ谷斎場で開催を予定している。


	２．超短時間雇用促進事業の進捗状況の報告

	・令和７年１１月末現在の進捗状況を報告。登録企業は６５社、登録者は７７名。マッチングが成功した就労者数は昨年度からの累計で２４名（今年度は１３名）となった。また、現在求人募集中の企業数は１０社募集している。
・就労移行支援事業所や就労継続支援B型など福祉施設関連からのご紹介で登録希望をされる方が増えている。
・最近では福祉関連施設での超短時間雇用の活用が増えており、一つの企業が一つの業務で求人を出すのではなく、複数の業務に分けて募集を行っている傾向にある。
・求人の内容は、画像切り抜き作業、不動産の物件調査、コンビニスタッフ、食器洗浄スタッフなどがある。



	３．令和６年度の平均工賃および令和７年度の平均工賃の現状について

	・部会長より、東京都の平均工賃は令和５年度で２３，５３４円（新算定式で算出）であり、令和８年度の平均工賃２８，０００円を目標としている。これに対して、品川区の平均工賃は令和５年度で約２６，０００円、令和６年度で約２７，０００円、令和７年度上期で２９，０００円と東京都の目標工賃を上回っているが、平均工賃に達していない事業所もあることなどから、現状の課題や工夫していることをお聞きしたいと説明があった。
事業所からは、
・物価高騰の影響もあり、次年度から単価を引き上げることを検討している。
・新規作業の開拓や新商品の開発、自主製品のブラッシュアップが必要であり、今年度新商品を開発した。
・軽作業における作業単価が上がらないと、工賃のアップを見込むことが難しいことが課題である。
　といった意見があった。


	４．各事業所における就労者の状況について

	・部会長より就労者の現状や課題についてお聞きしたいと説明があった。
　事業所からは、
・年間の就職者数が多いので、定員をどのように維持していくのかが課題である。
・一般企業を一時的に休職している方の利用が多いので、短期間で回転がかなり早い。
・体調面が不安定な方でも超短時間雇用と通所を併用出来ている。
　といった意見があった。


	５．その他

	・２月１６日月曜日に、品川区役所講堂で超短時間雇用促進事業のシンポジウムを開催予定。東京大学先端科学技術研究センターの近藤教授によるご講演や区内事業者による事例報告があると共有した。


	　出席：部会長：区立発達障害者支援施設長

	　　　　部会員：１．品川宿

	２．げんき品川

	　　　　　　　　３．ジョブサ品川区

	　　　　　　　　４．ミラトレ大井町

	　　　　　　　　５．リワークセンター品川

	　　　　　　　　６．福祉工場しながわ（プチレーブ）

	　　　　　　　　７．すまいる・さぽーと品川

	　　　　　　　　８．ガーデン

	　　　　　　　　９．かもめ第一工房

	　　　　　　　　10．かもめ第二工房

	　　　　　　　　11．かもめ第三工房

	　　　　　　　　12．トット文化館

	　　　　　　　　13．ふれあい作業所西品川

	　　　　　　　　14．ふれあい作業所西大井

	　　　　　　　　15．TODAY南品川
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